
2007年、インド洋大津波から3年経っても漁獲高は30分の1に
落ち込んだままだった（1回の漁で捕れる魚の量の比較写真。右
の赤いかご2つが津波前、中央の小さなかご1つが07年当時）

※

E
B
S

‥Eco-System
 based solution

（
自

　

然
を
守
り
、
育
み
、
そ
の
力
を
活
用
し
た
課

　

題
解
決
）

B
B
S

‥Business based Solution

（
ビ
ジ

　

ネ
ス
セ
ク
タ
ー
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
課
題
解
決
）

　
「
オ
イ
ス
カ
＝
た
だ
植
林
を
す

る
団
体
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
部

で
は
持
た
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
タ
イ
で
は
、

30
年
以
上
緑
化
を
続
け
て
き
た
北

部
・
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
続
き
、
南
部
の
ラ
ノ
ー
ン

県
で
の
活
動
も
、
現
地
政
府
が
掲

げ
る
政
策
と
、
オ
イ
ス
カ
10
ヵ
年

計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
生
態
系
お

よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ク
タ
ー
を
活
用

し
た
課
題
解
決
（
E
B
S
＆
B
B

S
）」
に
沿
っ
て
、
住
民
の
生
活
・

生
計
向
上
に
真
正
面
か
ら
取
り
組

む
「
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

そ
の
も
の
に
大
き
く
飛
躍
し
て
い

ま
す
。

　

ラ
ノ
ー
ン
県
で
は
99
年
か
ら
、  

タ
イ
政
府
天
然
資
源
環
境
省
と
共

に
、「
疎
林
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
再
生
を
開
始

し
ま
し
た
。
2
0
0
4
年
の
イ
ン

ド
洋
大
津
波
で
は
、
再
生
途
中
の

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
防
災
・
減
災

機
能
を
果
た
し
た
こ
と
で
、
プ
ー

ケ
ッ
ト
や
隣
接
す
る
パ
ン
ガ
ー
県

の
よ
う
な
人
的
被
害
は
発
生
せ
ず
、

そ
の
重
要
性
の
理
解
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。  

し
か
し
、
大
量
の
砂

の
流
入
に
よ
る
海
中
環
境
の
変
化

か
ら
、
漁
獲
量
が
激
減
、
若
年
層

の
漁
業
離
れ
に
直
面
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
問
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、
日
本
国
内
の
法
人
会
員
を
中

心
と
す
る
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご

支
援
で
活
動
を
継
続
し
て
き
た
結

果
、
2
0
0
0
ha
以
上
の
再
生
に

成
功
し
、
若
者
が
都
会
か
ら
戻
っ

て
く
る
ほ
ど
に
漁
獲
量
も
回
復
。  

タ
イ
国
内
で
も
比
類
の
な
い
成
功

と
評
価
さ
れ
、
現
在
は
「
世
界
自

然
遺
産
」
登
録
を
目
指
す
ま
で
の

森
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
表
紙

の
写
真
や
下
の
写
真
か
ら
も
お
分

か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。  

た
だ
、
現
在
は
ま
だ
、
海
側
の
再

生
が
お
お
む
ね
完
了
し
た
段
階
で
、

内
陸
側
に
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

へ
と
再
生
す
べ
き
場
所
な
が
ら
、  

技
術
的
に
も
コ
ス
ト
的
に
も
難
易

度
が
高
い
エ
リ
ア
が
虫
食
い
状
に

点
在
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
か

つ
て
錫
の
採
掘
や
エ
ビ
の
養
殖
を

し
て
い
た
跡
地
の
中
に
は
、
不
法

占
拠
さ
れ
て
い
る
場
所
も
あ
り
、  

現
在
も
法
的
解
決
に
向
け
て
時
間

の
か
か
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

21
年
に
は
、
外
務
省
「
日
本
N

G
O
連
携
無
償
資
金
協
力
」
の
支

援
を
受
け
て
、「
タ
イ
・
ラ
ノ
ー
ン

県
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
再
生
を
通

じ
た
社
会
的
弱
者
層
生
計
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
、
N
連
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
が
、
3
つ
の
島
と
本

土
1
村
を
対
象
に
、
3
ヵ
年
計
画

で
ス
タ
ー
ト
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

の
再
生
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
生

計
向
上
の
た
め
の
活
動
を
、
住
民

同
士
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
進
め

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
各
世

帯
が
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
を
、
組
織
化
・
グ
ル
ー
プ
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タイ・ラノーンの
植林プロジェクトを訪ねて

～超一流の仕事がここにある～

オイスカは、1980年に植林活動をスタートさせ、「ひたむきに植林」を続けたことで、
近年は植林プロジェクトのあり方が住民の生活向上にも直結しています。

そのモデルといえる取り組みが、タイ南部に位置するラノーン県でも進んでいます。
2月に同地を訪問した本部・啓発普及部の吉田俊通がレポートします。

地
域
の
生
計
向
上
に

直
結
さ
せ
る
植
林

地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
飛
躍

20
年
で
取
り
組
み
の

土
台
は
盤
石
に

プロジェクト全景は、衛星画像を使わない限り収まらない規模

※

す
ず



N連プロジェクトでは、オイスカの訪日研修生OBもスタッフとして活躍中
上／政府職員としてオイスカとともにマングローブ再生にあたるプーン氏
（09年四国研修センター）　下／見原隆明専門家（左）と談笑するエーク氏
（右／03・08年四国研修センター）

4拠点の各グループの会合は合計数百回にのぼる

数々のマングローブ由来新製品を紹介するンガオ村女性リーダー

詳細・お申し込み
はこちらを
ご覧ください

https://oisca.org/events/230516/

化
・
複
合
経
営
化
す
る
こ
と
で
、  

収
入
の
年
間
平
準
化
を
図
り
、
各

世
帯
収
入
の
10
％
ア
ッ
プ
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
真
っ

只
中
と
な
っ
た
初
年
度
は
、
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
が
島

に
入
れ
な
い
状
況
に
見
舞
わ
れ
る

な
ど
の
困
難
も
あ
り
ま
し
た
が
、  

当
初
の
計
画
を
順
調
に
満
た
す
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
文
字
に
す

る
の
は
簡
単
で
す
が
、
話
し
合
い

を
避
け
る
こ
と
な
く
、
根
気
よ
く

地
域
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
っ
て
き
た
オ
イ
ス
カ
ス
タ

ッ
フ
と
政
府
側
の
担
当
者
の
地
道

な
努
力
な
し
に
は
達
成
で
き
な
い

目
標
で
す
。
共
に
現
地
視
察
を
行

っ
た
専
門
家
の
見
原
隆
明
氏
が
、  

「
死
に
物
狂
い
の
努
力
」
と
評
し

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

し
か
し
、
N
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
成
功
は
、
こ
の
3
年
で
成
し
得

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
99
年

か
ら
の
活
動
の
中
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
、
行
政
や
住
民
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
に

と
ど
ま
ら
な
い
「
地
域
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
施
が
可
能
と
な

っ
た
の
で
す
。

　

今
回
の
現
地
視
察
で
は
、
N
連

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
訪
日
研
修
生
O

B
が
支
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、  

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ニ
ュ
ー
ス
（
5
ペ
ー
ジ
）
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
通
り
、
N
連
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
3
年
目
継
続
の
調
印

式
が
、
3
月
10
日
に
在
タ
イ
日
本

大
使
館
で
行
わ
れ
、
翌
11
日
か
ら

最
終
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私

が
担
当
す
る
宮
城
県
名
取
市
で
進

む
「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
オ
イ
ス
カ
・
タ
イ
総
局
が
取
り

組
む
活
動
は
、
互
い
に
足
を
運
び

合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
こ
こ

ま
で
続
け
て
き
ま
し
た
。
3
月
11

日
を
開
始
日
と
し
て
い
る
の
に
も

春
日
智
実
駐
在
代
表
や
総
局
の
皆

さ
ん
の
思
い
を
感
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
は
Ｎ
連
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
5
月
12

〜
16
日
に
、
対
象
4
村
の
住
民
ら

22
名
に
よ
る
訪
日
研
修
を
、「
海
岸

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
受
け

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。  

大
津
波
の
被
災
地
で
あ
り
、
漁
業

が
盛
ん
で
、
オ
イ
ス
カ
が
大
規
模

造
林
を
実
施
し
て
い
る
な
ど
共
通

点
の
多
い
名
取
市
で
、
し
っ
か
り

学
び
の
場
を
提
供
し
、Ｎ
連
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
、
住
民
ら
が

継
続
し
て
活
動
し
て
い
け
る
よ
う
、

後
押
し
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
行
の
帰
国
直
前
と
な
る
16
日

（
火
）
夕
方
に
は
、
22
名
が
語
る

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
（
14
ペ
ー
ジ

参
照
）。
多
く
の
方
に
聞
い
て
い

た
だ
き
、
ラ
ノ
ー
ン
の
活
動
の
発

展
を
応
援
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。
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参
加
住
民
の

訪
日
研
修
開
催

N連プロジェクトの主な内容

■マングローブ林の再生
　⇒育苗、植林、管理作業など

■マングローブ由来の商品開発および製造、
　販売
　⇒お茶、石けん、塗り薬、染め物など

■エコツーリズム
　⇒マングローブ林内をカヌーで散策

■水産物加工
⇒エビみそ（アミエビのペースト
調味料）、干物など

■漁具貸出組合の組織化

■ヤギ飼育能力向上とグループ化

■海洋ゴミの回収と換金施策


